




巻　　頭　　言 
 
　昨年は、本校において大変悲しい事件が起き、学生、保護者のみなさんはもちろん、
地域の方々にもご心配をおかけすることになりました。学校も大きな衝撃を受けまし
たが、多くの方々のご支援と激励、そして、本誌に紹介いたしましたように、様々な
分野での学生たちの活躍のおかげで、新しい年を、力強い想いで迎えることができま
した。 
　今年は、亥年。新しいスタートを切る準備をする年回りだということですが、教育
改革が叫ばれる中で、本校としても、これまで積み重ねてきた実績の上に、さらなる
改善の努力を積み上げていきたいと考えています。 
 
　まず、第一は、学生生活及び進路支援の充実です。ホームルームや課外活動の充実
に加え、テューター制度の導入により、コミュニケーションの緊密化を図りたいと思
います。また、学生相談室、進路支援室のこれまでの活動を基に、学生のみなさんが
キャリアアップを図るために自主的に行う活動を、促進し、支援し、評価する仕組み
を整備することにしています。校内の施設、設備についても、安全対策、教室の拡張、
ネットワーク環境を中心に、計画的に整備する予定です。 
　二つめは、学習に関することですが、平成１９年度から、夏休み前に、期末試験も
含め、前期日程がすべて終了するようになります。また、高学年の１単位は、これま
での１．５倍の内容を含んだものになります。これは、座学の授業時間を整理し、演習
や実験、ものづくり教育、インターンシップなど本校の特色ある科目を充実しようと
するものです。そのねらいがしっかり果たされるよう、カリキュラムや授業の改善、
e-ラーニングを始めとする学習支援の充実を進めて参ります。 
　最後は、地域との連携の推進です。徳山高専サテライトの整備、拡充を進め、社会
の中で学ぶ場を学生に提供するとともに、地域の活性化に一層の貢献ができたらと考
えています。また、今年の１１月には、「全国高等専門学校デザインコンペティション」
が本校主催で開催されます。それと併せて、地域のみなさんも参加できる「周南デザ
インフェスタ」を開催します。本校学生の活躍はもちろんですが、小学生から大人ま
で、「ものづくり」に関心のある大勢のみなさんの参加を期待しています。 
 
　今年度、本校は大学をはじめとする高等教育機関が受けなければならない第三者機
関による認証評価を受け、満足のいく評価を頂くことができました。また、本校の２
つの取り組み（進路支援とサテライト）が、特色のある先進的な教育プログラムであ
ると認定され、その推進のための特別な資金を得ることもできました。 
　そのような評価を背景に、今後とも、自信をもって教育研究活動を進めて参りたい
と考えておりますので、ご指導、ご支援の程よろしくお願いします。　 
                                      　　   　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　長　　天　野　　　徹 
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